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奈良・東大寺（華厳宗大本山）、散策
　「大仏殿」（世界一の木造建築）・南大門

　現在も、新型コロナウイルス感染症が終息せず、ロシアのウクライナ侵攻が世界に大きな不安と物価
高をもたらしているが、この東大寺の歩んだ道も疫病や戦乱から復興の歴史をたどっている。
　大仏が開眼した天平時代、九州地方から拡大した天然痘、そしてやはり九州で起きた藤原広

ひろ

嗣
つぐ

の乱で、
人々は疲弊していたと言われる。
　当時、国を天災や人災が襲うことは、政

まつりごと

をつかさどる天皇の責任と考えられていた。聖武天皇は「国
民はすべて知識（仏教を支える人）」と唱え、世の平安と繁栄を願い、約260万人の力を借りて大仏さまと
大仏殿を建立したと言われている。
　仏師・運慶らによる金剛力士像が立つ南大門は、鎌倉時代の建物で見るからに歴史を感じ、おもわず
見入ってしまった。
　源平合戦の中、平

たいらのしげひら

重衡による「南都焼き打ち」で東大寺も大仏殿など多くの建物を焼失した。
　南大門は重

ちょうげん

源上人の勧進（物品、労力の寄付集め）や、源
みなもとのよりとも

頼朝らの助力による復興を象徴している。
　その南大門の柱には、たくさんのくぼみがあった。戦国時代、奈良を舞台に対立した三好三人衆と松
永久秀の軍が、火縄銃による銃撃戦を繰り広げた時の弾痕だという。
　この戦いで大仏殿は再び焼失し、その後約140年後の江戸時代中期に再建されたのが、現在の大仏殿で
ある。こんな歴史を知るとおもわず心をうばわれてしまう。
　今回もこの「大仏殿」について、過去何回か記した事はあるが、
2回も焼失し、 3回目に建立されたという現存の建築物にコロナ
禍の中で特に願望の眼差しで熱い思いに手を触れながら視点を変
えて確認してきた。

大仏殿（金堂）
　お寺の本

ほん

尊
ぞん

を安置するお堂を金
こん

堂
どう

というが東大寺では盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

坐像を安置する大仏殿がそれにあたる。
　東大寺は「聖

しょう

武
む

天
てん

皇
のう

」の発願で大仏の造立が始まったことに端を
発するお寺である。
　大仏殿は、まさに東大寺の中心的存在である。「奈良の大仏さ
ま」として親しまれているこの大仏は、正式には盧

る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

、毘
び

盧
る ドローンによる「大仏殿」全景、

パンフより
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そんな事とは、つゆしらず

榎戸材木店　会長　榎戸正人

　カナダに出張し始めた40数年前にはバンクーバーは雨季で雨が降っても小ぬか雨で、近くのレストラ
ンに行く時も傘はささず、街を行く人たちも傘をさしている人はいませんでした。ところが、20年もす
ると日本の梅雨のような降り方に変わり、皆、傘をさすようになりました。これも地球温暖化の影響な
のでしょうか。
　日本でも最近は「線状降水帯」などという今まで聞いたことのない言葉が聞かれ、熱帯のスコールのよ
うな激しい雨が降り続くようになり、以前のシトシトとした梅雨らしい雨の降り方ではなくなりつつあ
ります。気象学者は日本は温帯地域ではなく亜熱帯地域になりつつあると言っています。
　これは材木屋にとっても無縁な話ではなく、梅雨の長雨、集中豪雨で床上浸水の被害が続出し、しか
も暑いとなれば木造住宅の壁の中は最悪の環境。腐りにくい国産材が再評価されるようになるでしょう。
心配なのは「木材は腐るからダメだ」と言われてしまうことです。「腐りやすい樹種があるなんて、そん
な事とは、つゆ知らず」では済まされません。
　本来、アジアの暖かい地域で栽培されていた米は朝鮮半島から日本に渡り徐々に寒い地域でも育つよ
うになり、品種改良もあり秋田や新潟の東北地方が美味しい米の産地と言われるようになりました。し
かし、今では米の品評会で上位を取るのは更に北の北海道産に変わりつつあります。品種改良もあるの
でしょうが、やはり地球温暖化の影響なのでしょう。
　このまま温暖化が進むと、いずれ九州では米がとれなくなるのではないか、今までは寒い地域でも採
れるように品種改良してきたが、これからは暑い地域でも美味しい米が採れるように改良しなくてはな
らないとの意見もあります。そうしなければ、九州では東南アジアのようにインディカ米しか採れなく
なる……まぁ、最近はカレーライスが人気なので、カレーに合ったモチモチではなくパサっとしたイン
ディカ米が人気となる可能性はありますが。
　いずれインドやアジア南部地域は真夏には40度を超える日々が続き、人間が住める環境ではなくなる
とさえ言われています。インドは人口が中国を抜き経済発展を続けており、これからはインドの時代だ
とも言われていますが、人が住めない国になったのではインドの時代も何もありません。熱中症で死ぬ
人が続出し、人口も減ってしまうかも知れません。
　日本でもこの数年、異常に暑い夏が続いていますが、この夏も暑くなるとの予報なので、熱中症には
十分、注意が必要です。家庭菜園のトマト畑で死にたくはない……
　異常気象が日常になった今、皆様もお体を大切に。でも、健康は管理できても、天候は管理できませ
んからねぇ……大雨に注意と言われても、注意のしようがありません。ただ、外出を控えて家の中でじっ
としているだけです。
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舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

という、古代インドのサンスクリット語のヴァ
イローチャナ仏を漢字にしたもので、その意味は、光
輝くほとけ、世界をあまねく照らすと、華

け

厳
ごん

経
きょう

に説か
れているという。
　西暦745年（天平17）、現在地に銅造の大仏がつくら
れることが決まった。土台づくりや大仏の型をつくる
作業などを経て、鋳

ちゅう

造
ぞう

が開始されたのが747年（天平19）
で計画から 2年後だった。
　大仏が完成し、盛大な開

かい

眼
げん

供
く

養
よう

会
え

が営まれたのはそ
れから 5年後の752年（天平勝宝 4）のことである。
　完成した大仏は高さ18m、使われた銅は500tと推定
され、大仏殿は大仏の鋳造が終わった749年（天平勝宝
元）ごろから建設が始まり、開眼供養の際には未完成
で757年（天平勝宝 9）の聖武天皇一周忌には完成した
のではないかと推定されているようである。これが、
東大寺創建時の大仏と大仏殿の経過である。

　現在の大仏は、その創建から何度となく修理をくり
かえしたもので、お顔をはじめ上半身のほとんどは、
江戸時代に新しく鋳造・修理されたものにかわってい
るという。なぜこのような大規模な修理が行われたか
というと、造立以後、1180年（治承 4）と1567年（永禄
10）の 2度、兵火によって大きな被害を受けたからで
ある。この時、大仏殿も焼失している。
　大仏殿は、最初の兵火で焼失後、1195年（建久 6）に
再建したが、1567年の焼失後は長く再建がかなわず、
125年後の1692年（元禄 5）にようやく再建された。現
在の大仏殿は、この江戸時代の 3代目の建物である。
正面は57mを超え、高さは約49m、木造建築としては、
世界最大の大きさを誇っている。江戸期には、大仏殿
を取り囲む廻

かい

廊
ろう

、正面の中門、東西の楽
がく

門
もん

（いずれも
重文）も再建された。
　大仏殿は、 2度の兵火で、残念ながら創建当初の姿はまったく失われたようだ。創建時は、中国・唐
の様式をとり入れたもので現在の大仏殿より、正面は1.5倍大きかったことが図面を見てもおわかりだろ
う。
　1704年（宝永元）～1711年（正徳元）再建の大仏殿は間口（幅）が焼失前約88mが、再建後は約57mと縮

盧舎那仏の説明だが②螺髪（らほう）という貝がらの
ような形に巻いた髪が何個あるか、大仏にはかなら
ずあるので興味があってたずねたら、何と「492個」
あるという、おどろきであった。実物を見学して下
さい。

「大仏殿」（東大寺金堂）を正面から写す。ドでかい建
築物であった。
正面57m
側面50.5m
高さ48.7m
江戸時代（宝永 6年・1709）国宝
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小された。現地、現場では昭和に入っ
てから縮小の部分を元の大きさがわ
かるように砂利敷きの広い空間が見
られる。
　縮小の背景には資金難とともに、
深刻な用材（木材）不足があった。奈
良時代や鎌倉時代のような巨木が十
分に見つけられず、多数の木材を束
ね、鉄のたがで締めた集木材が使わ
れた。今回見て来たが、何んと全部
大きさはおなじではないが直径約
1.5mの柱が60本もあり、写真でおわ
かりのように下から上まで 8ケ所程
の鉄帯でまかれていた。
　巨大な屋根を支える梁

はり

だけは、公
慶上人が日向（宮崎）で23.6mの巨木 2本を調達し、海運業者・志布志の弥五郎の協力で、鹿児島湾から
木津（京都府）まで水路で運んだという。木津から奈良までは200～300人のボランティアが綱で引いて運
んだといわれる。
　あの大きな「大仏」をどうして制作したのか大変興味があったので、くわしく調べてみた。

大仏の制作について
　大仏は、銅を鋳

い

型
がた

で固める鋳
ちゅう

造
ぞう

という技法で作られている。大きく重く、運ぶことができないので、
現在安置されている場所で制作された。
　まず、完成作とほぼ同じ大きさの大仏を粘土でつくる。これが原型、原型が乾いたら、その原型を、
さらに粘土でおおう。この粘土の厚みは約30cmは必要。これが外型である。外型は外して、乾燥させて
おく。
　その次は原型の表面を削ってひと回り小さくする。そこに乾燥した外型をかぶせると、原型と外型の
あいだに、すきまができる。そこに、熱い銅を流し込む。この原型と外型をつくるだけで、 1年以上か
かったと推定される。
　次は、いよいよ鋳

ちゅう

造
ぞう

だが、まず原型と外型を固定するために、その周囲に土を盛る。これは鋳造する
ための足場ともなるもので、土の丘をつくるといった方がいいかもしれない。その丘に、銅を溶かすた
めの炉を設置する。そうして、溶かした銅を流し込んでゆくのだが、大仏はあまりに大きいため、丘を
順々に高くして、 8回に分けて行われたといわれている。こうすると、最終的には、丘をつくった土で
大仏がおおわれてしまう。銅が冷えてから土山を崩すと、大仏があらわれるという寸法である。
　爆発の危険もともなう鋳造は、わずか 3年でなしとげられた。きわめて高い技術をもった工人集団に
より、東大寺大仏というモニュメンタルなほとけが生み出されたのである。

東大寺の案内図、広大な広さにおどろくが近くには春日大社や、興福寺
等が点在している。
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　大仏の制作にたずさ
わったのは、造

ぞう

東
とう

大
だい

寺
じ

司
し

という国の機関とい
う。その規模は大きく、
造
ぞう

仏
ぶつ

所
しょ

、鋳
ちゅう

仏
ぶつ

所
しょ

、木工
所などの多くの支社が
あり、建築、彫刻、絵
画など各分野の優秀な
工人が集められてい
た。
　大仏造営を指揮した
の は、 造 仏 長 官 の
国
くになかのむらじ

中連公
きみ

麻
ま

呂
ろ

（？～
774）といわれている。
この造東大寺司が、平
安時代初期まで、東大寺のさまざまな造立事業を行なった。

　東大寺は国分寺として建立され国家の安寧と国民の幸福を祈
る道場であったが、同時に仏教の教理を研究し学僧を養成する
役目もあり、華厳をはじめ奈良時代の六宗（華

け

厳
ごん

・三
さん

論
ろん

、倶
く

舎
しゃ

、
成
じょう

実
じつ

、法
ほう

相
そう

、律
りつ

）、さらに平安時代の天
てん

台
だい

と真
しん

言
ごん

も加えた各研究
所（宗所）が設けられ、八

はっ

宗
しゅう

兼
けん

学
がく

の学問寺となり、多くの学僧を
輩出している。

　聖武天皇の発願により創建された東大寺の本尊（大仏さま）で
あり、天皇は、人々が思いやりの心でつながり、こども達の命
が次世代に輝くことを真剣に考えられ、動物も植物も共に栄え
ることを願い、さらに造像にあたっては、広く国民に「一枝の
草、ひとにぎりの土」の助援をよびかけている。
　つまり、大仏殿の造立は政府の事業というばかりでなく、国
民に結縁を求め、助力によって完成しようとした点に従来の官
大寺建立とは明らかに異なるものがある。いわゆる大衆を知識
（協力者）として造立を果たそうとしたもので、この精神が東大
寺では各時代の再興や修理にあたって実行され現在に至るまで
常に相承されているという。

集木材の柱
全部で60本あるという。

柱は直径1.5m。上まで 8本ぐらい鉄板が
まかれていた。
柱は桧材である。
節ありはかまわず使われているようだ。
1本の柱で中まで入れると20本以上か？

1枚 1枚大釘でとめられている中間部分

柱の地面部分、銅板でがっちりまかれて
いた木造部分、ばらつかないように大釘
でとめられている。
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　とにかく、世界一という木造建築の雄大な景観、寄木によ
る巨大な柱60本、大仏殿の中に広がる内木、すごいと言う他
はない。大木がなければこの方法もあったんだという昔の知
恵、江戸城再建に努力を重ねている今、この建築物はとにか
く必見で参考になる所、大であった。

 令和 5年 5月28日記
参考資料
　ガイドブック東大寺
　朝日新聞

グレーの部分は、堂内に入った時に見える空間を示す。
各図右下の印は、人間（身長170cm）の大きさを示したもの。

像高14.98m、目長1.02m、耳長2.54m、
顔長5.33m、鼻高0.5m、台座高3.05m

内部、木造の様子、柱本数60本

南大門、入口、当日外人が多く、びっくりした。
焼けのこりの鎌倉時代の建築物。
高さ25.46m
鎌倉時代（正治元年・1199）国宝

仏師・運慶らによる金剛力士像（木造）の南
大門
迫力満点、すごい。ゆっくり必見。
像高8.38m
鎌倉時代、国宝
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る道場であったが、同時に仏教の教理を研究し学僧を養成する
役目もあり、華厳をはじめ奈良時代の六宗（華

け

厳
ごん

・三
さん

論
ろん

、倶
く

舎
しゃ

、
成
じょう

実
じつ

、法
ほう

相
そう

、律
りつ

）、さらに平安時代の天
てん

台
だい

と真
しん

言
ごん

も加えた各研究
所（宗所）が設けられ、八

はっ

宗
しゅう

兼
けん

学
がく

の学問寺となり、多くの学僧を
輩出している。

　聖武天皇の発願により創建された東大寺の本尊（大仏さま）で
あり、天皇は、人々が思いやりの心でつながり、こども達の命
が次世代に輝くことを真剣に考えられ、動物も植物も共に栄え
ることを願い、さらに造像にあたっては、広く国民に「一枝の
草、ひとにぎりの土」の助援をよびかけている。
　つまり、大仏殿の造立は政府の事業というばかりでなく、国
民に結縁を求め、助力によって完成しようとした点に従来の官
大寺建立とは明らかに異なるものがある。いわゆる大衆を知識
（協力者）として造立を果たそうとしたもので、この精神が東大
寺では各時代の再興や修理にあたって実行され現在に至るまで
常に相承されているという。

集木材の柱
全部で60本あるという。

柱は直径1.5m。上まで 8本ぐらい鉄板が
まかれていた。
柱は桧材である。
節ありはかまわず使われているようだ。
1本の柱で中まで入れると20本以上か？

1枚 1枚大釘でとめられている中間部分

柱の地面部分、銅板でがっちりまかれて
いた木造部分、ばらつかないように大釘
でとめられている。
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